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第 3 章では，第 2 章の模擬試験のデータをもとに，金属ウランの融点以上で酸化ウランの溶融塩電解を行い，電流



















(2) この酸化ネオジムの研究結果をもとに，酸化ウランの溶融塩電解を温度領域 1200 0C ，.._， 1250 0C で行い，この方法
が高純度ウランの採取に有効であることを示している。また，電流電圧曲線の解析，並びに，溶融塩の X 線光電子







ところが大き ~)o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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